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本
年
の
蘆
花
忌
の
集
い
は
、
予

定
ど
お
り
九
月
十
八
日
に
三
年

ぶ
り
の
開
催
が
復
活
し
ま
し
た
。

講
師
に
は
相
模
女
子
大
学
名
誉

教
授
の
高
橋
広
満
氏
を
迎
え
、

「
蘆
花
自
伝
小
説
に
お
け
る
元

号
の
力―

「

冨
士
」
を
中
心
に
」

と
題
す
る
約
一
時
間
半
の
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
恒
春
園
で

の
参
加
は
十
数
人
で
し
た
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
も
数
人
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
天
候
に
も
恵
ま
れ

て
、
久
し
ぶ
り
に
中
身
の
濃
い
話

と
熱
心
な
聴
講
者
の
参
加
に
よ

り
成
功
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。 

講
演
の
題
目
に
「
冨
士
」
が
対

象
と
な
る
こ
と
は
珍
し
く
、
蘆
花

の
結
婚
生
活
が
皇
室
行
事
に
連

動
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
特
徴
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

見
解
が
示
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

こ
の
作
品
に
特
有
の
発
見
が
な

さ
れ
、
意
質
疑
応
答
も
交
え
て
蘆

花
の
読
者
に
は
意
義
深
い
み
の

り
が
得
ら
れ
ま
し
た
。 

高
橋
氏
は
特
に
蘆
花
研
究
の

専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

ゆ
え
昨
年
の
秋
に
講
演
の
依
頼

を
受
け
た
の
ち
急
遽
蘆
花
全
集

を
求
め
、
「
冨
士
」
は
も
と
よ
り

「
黒
い
眼
と
茶
色
の
目
」
を
は
じ

め
他
の
作
品
も
読
み
込
ん
で
備

え
た
そ
う
で
す
。
今
回
の
成
功
は

そ
の
成
果
で
あ
り
、
主
催
者
と
し

て
あ
ら
た
め
て
感
謝
す
る
次
第

で
す
。 

＊
＊
＊ 

一
方
依
然
と
し
て
新
型
ウ
ィ

ル
ス
の
脅
威
が
や
み
ま
せ
ん
。
一

時
的
な
鎮
静
化
と
見
ら
れ
る
瞬

間
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
油
断

は
禁
物
の
よ
う
で
す
。
そ
れ
に
も

ま
し
て
、
二
月
下
旬
以
来
の
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が

収
ま
り
ま
せ
ん
。
戦
争
に
よ
っ
て

悲
惨
な
人
々
が
ま
す
ば
か
り
と

い
う
現
状
が
つ
き
つ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
八
月
に
は
こ
の
現
状
を

嘆
い
て
い
た
は
ず
の
ゴ
ル
バ
チ

ョ
フ
元
大
統
領
が
亡
く
な
り
ま

し
た
。
思
え
ば
彼
が
来
日
し
た
当

時
の
こ
と
が
印
象
的
で
し
た
。
一

九
九
一
年
四
月
十
七
日
に
彼
が

衆
議
院
で
演
説
し
た
こ
と
（
前
号

で
の
日
付
を
訂
正
）
で
す
。 

 

彼
は
徳
冨
蘆
花
が
ト
ル
ス
ト

に
会
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
演
説

を
締
め
く
く
り
、
拍
手
の
な
か
降

壇
し
ま
し
た
。
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
し
な
が
ら
も
彼
の
ロ
シ

ア
国
内
で
の
評
価
が
低
い
こ
と

が
惜
し
ま
れ
ま
す
。 

 
 

わ
が
国
の
方
で
も
、
当
の
国
会

議
員
が
ト
ル
ス
ト
イ
や
蘆
花
に

つ
い
て
ど
れ
ほ
ど
の
理
解
を
持

っ
て
い
る
か
お
ぼ
つ
か
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
ト
ル
ス
ト
イ
に

は
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
を
題
材
に

し
た
「
戦
争
と
平
和
」
と
い
う
世

界
文
学
が
あ
り
ま
す
。
大
部
な
長

編
で
す
が
多
く
の
政
治
家
に
読

ん
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。  

＊
＊
＊ 

来
た
る
愛
子
忌
の
集
い
で
は

湯
浅
健
夫
氏
の
談
話
を
企
画
し

ま
し
た
。
氏
は
豊
か
な
経
験
と
多

士
済
々
の
親
族
に
恵
ま
れ
た
人

物
で
す
。
蘆
花
文
学
に
親
し
み
蘆

花
会
へ
も
参
加
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
温
か
く
人
情
味
あ
ふ
れ
る
語

り
口
は
出
席
者
を
な
ご
ま
せ
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。 
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佐
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明
） 
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二
〇
二
二
年
度
中
間
事
業
報
告 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
１
、
イ
ベ
ン
ト 

①
没
後
九
十
五
年
蘆
花
忌 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

９
月

17
日(

土)

13
時
～

15
時 

講
師
：
高
橋
広
満
氏
（
相
模
女

子
大
学
名
誉
教
授
） 

演
題
：
「
蘆
花
自
伝
小
説
に
お

け
る
元
号
の
力―
「
冨
士
」

を
中
心
に
」 

会
場
：
恒
春
園
内
梅
花
書
屋
と

オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ド
開
催 

参
加
者
：
会
場

25
名
・ 

 
 

 

オ
ン
ラ
イ
ン

10
名  

  

②
没
後
七
十
六
年
愛
子
忌 

２
月

18
日(

土)

13
時
～

15
時 

湯
浅
健
夫
氏
（
縁
者
）
講
演
予
定 

 ２
、
蘆
花
記
念
館
の
運
営 

〈
整
理
・
展
示
な
ど
〉
協
力
に 

関
す
る
も
の 

 
 

① 

企
画
展 

「
蘆
花
さ
ん
ち
の
動
物
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
」
担
当
：
石
井 

９
月

17
日
〜

11
月

26
日 

 
「
徳
冨
蘆
花
と
永
井
荷
風
を

つ
な
ぐ
も
の
」
担
当
：
峯
岸 

11
月

27
日
〜
２
０
２
２
年
３

月
予
定 

 ② 

恒
春
園
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー 

毎
月
（
７
・
８
月
除
く
） 

第
二
日
曜
日

14
時
〜 

担
当
：
仁
藤
・
小
林 

４
月

10
日
４
名
、
５
月
８
日
５
名 

６
月

12
日
５
名
、
９
月

11
日
６
名 

10
月
９
日
５
名
、
11
月

13
日
２
名 

 ③
第

29
・

30
回
蘆
花
文
学
セ
ミ

ナ
ー
（
蘆
花
恒
春
園
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
主
催
） 

毎
月
第
二
土
曜
日

14
時
～

16

時
、
２
０
２
２
年
３
月
ま
で 

テ
ー
マ
：
『
み
み
ず
の
た
は
こ

と
』
を
読
む 

会
場
：
恒
春
園
内
愛
子
夫
人
居

宅
と
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
開
催 

講
師
：
布
川
純
子
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

蘆
花
会
事
務
局
長
、
神
奈
川
工
科

大
学
・
成
蹊
大
学
非
常
勤
講
師
） 

第

29
回 

 

５
月
７
日

12
名
、
５
月

14
日

12
名 

６
月

11
日
９
名
、
７
月
９
日

12
名 

８
月

13
日

11
名
、
９
月

10
日

12
名 

※
８
月
は
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み 

第

30
回 

10
月
８
日

12
名
、

11
月

12
日

12
名 

 

３
、
普
及
啓
発
活
動 

①
熊
本
県
立
大
学
「
徳
冨
蘆
花
サ

ミ
ッ
ト
〜
も
っ
と
知
ろ
う
徳
冨

蘆
花
〜
」

11
月

20
日(

日)
 

平
石
岳
（
皇
學
館
大
学
助
教
）
ほ

か
登
壇 

 

②
大
田
区
立
山
王
草
堂
記
念
館
・

勝
海
舟
生
誕
二
百
年
記
念
事
業

に
向
け
て
資
料
調
査
協
力
（
石
井
） 

 

新
刊
書
紹
介 

『
徳
冨
蘆
花―

天
性
に
順
ひ
、
眼

光
に
依
頼
せ
よ―

』 

半
藤
英
明
著 

 

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選 

２
０
２
２
年
９
月

10
日
刊 

事務局より  

〜正会員・賛助会員募集〜  

【 入 会 金 ・ 年会 費 】  

正 会 員 ： 各 1,000 円  

賛 助 会 員 ： 各 500 円  

【振込先】  

三菱 UFJ 銀行  王子駅前支店  

特定非営利活動法人蘆花会  

普通  ０２７４２６４  

蘆 花 文 学 セミナー  

蘆 花 忌  梅 花 書 屋 での講 演 会  


